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性 2%の達成が可能であり，包絡線制御を行った場合は，セグメントサイズ 2 .4rnrn ，集光条件 d/R=- 5 で，不均
一性 0.5%まで低減可能であることを示している。
(4) 部分コヒーレント光による照射不均一性の向上に関して，波長分散自然放出増幅光の利用を提案し， 計測パター






しているo 理論解析により，偏光制御板の有用性を示し，照射不均一性が 30 %改善され得ることを明らかにして
いる。
(7) 小口径 (50rnrnφ) 水晶波長板，大口径 (320rnrnφ) 波長変換 KDP 結品，および液品偏光制御素子 (80rnrn ゆ)を用
いて偏光の局所的制御が可能であることを示し，照射均一性の改善率が理論予測と良く一致することを明らかにし
ている。
(8) 液晶偏光制御板のレーザー損傷しきい値は，波長527nm，パルス幅 0.9ns に対して llJ/cnr であり，レーザーシ
ステムへの導入が可能であることを示している O
以上のように本論文は，レーザー核融合における球ターゲット照射の均一性向上に関して多くの知見を得るととも
に，有用な方策の提案と実証をしており，レーザー工学ならびに核融合工学の発展に寄与するところが大きし」よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認められる。
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